


有限会社日光有機 代表取締役





0 1

企業の事業活動において、食品業界からは食品残渣や食品汚泥、製材業

界からは樹皮等、土木建設業界からは伐採材や剪定材、流木等の廃棄物が

毎日排出されています。

日光有機はこれらの廃棄物を有用資源として、バーク堆肥や有機肥料に

再資源化するほか、伐採材や流木等は、化石燃料の代替品になるバイオマ

ス発電用燃料の原料に再資源化し、資源循環及び環境保全、そして国内の

肥料資源の枯渇防止に貢献します。

また海岸防災林再生等の環境改善活動を積極的に行い、環境保護に協力

します。

2018年6月1日 制定

2022年6月1日 改訂
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日光有機は、廃棄物として排出される有機物を地球環境保全や肥料資源の枯渇防止に貢献する

資材に再資源化する事業を推進します。

また、地球温暖化軽減効果や防災機能がある海岸防災林再生活動を含むCSR活動を推進します。

当社では、環境問題を最重要課題として、事業活動において環境負荷を低減化するため、次の

重要項目を設定し、継続的に環境負荷の低減化に取り組みます。

2 0 1 8年 6月 1日 制定

2 0 2 3年 5月 1日 改訂

1. 省エネルギー等の推進により、二酸化炭素排出量の削減に努めます

2. 廃棄物の削減および適正処理、リサイクルの推進に努めます

3. 雨水の有効利用を図ると共に、節水の推進に取り組みます

4. 自社製品による顧客の環境負荷削減に努めます

5. グリーン購入の推進に努めます

6. 海岸防災林再生活動を含む地域でのCSR活動を推進します

7. 事業活動に関わる法規、条例、その他の要求事項を遵守します

8. この環境方針は、全従業員に遵守させます
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会社名及び代表者名

有限会社日光有機

代表取締役 三中春彦

所在地

本 社 工 場：栃木県日光市大沢町388

猪倉RC工場：栃木県日光市猪倉字上原2310-2,3

環境管理責任者及び連絡先担当者

環境管理責任者：取締役営業部長 吉原貞樹

連絡先担当者：営業企画 三中美朋

連絡先：0288-26-1442(TEL)

0288-26-0042(FAX)

ホームページ：http://nikko-yuki.co.jp/

事業内容

産業廃棄物中間処分業

一般廃棄物中間処分業

バーク堆肥製造販売事業

緑化、農園芸資材製造販売事業

事業規模

創立：昭和60年11月13日

資本金：500万円

売上高：648百万円(2022年度実績)

社員数：21名

建物床面積：

本  社 3,059㎡ (敷地面積 22,006㎡)

猪倉RC工場 6,422㎡ (敷地面積 27,006.3㎡)

対象範囲

対象組織：有限会社日光有機 本社・猪倉RC工場

対象活動：産業廃棄物収集運搬・中間処理

一般廃棄物中間処理

バーク堆肥製造販売

緑化・農園芸資材製造販売事業

バイオマス発電燃料原料製造
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施 設 数 能 力 対 象 物

バーク堆肥屋外熟成場 1 - バーク堆肥

貯水槽 1 - 雨水等貯水

資材供給機 6 - バーク堆肥

バーク堆肥粉砕機 1 100ｔ/日 バーク堆肥

バーク堆肥大型ふるい機 1 - バーク堆肥

バーク堆肥計量充てん装置 3 5,000袋/日 バーク堆肥

コンプレッサー 1 11kw バーク堆肥

本社工場設備、処理能力

バーク堆肥
屋外熟成場

製袋工場

製袋工場

タイヤ洗い場

事務所

ふるい機

貯水槽

製品置場

施 設 概 略 図

コンプレッサー
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施 設 数 能 力 対 象 物

粉砕機 1 320t/日 木くず

混合、発酵施設
(堆肥舎A棟、堆肥舎B棟)

2 320t/日
廃食品
木くず

脱臭施設 2 - 臭気

通気ブロア施設 2 - 堆肥化

産業廃棄物、
一般廃棄物、一次保管場

2 -
廃食品
木くず

バーク堆肥屋外保管場 1 - バーク堆肥

貯水槽 2 - 雨水等貯水

重量計測器
(トラックスケール)

1 40t以下
廃食品
木くず

バーク堆肥

コンプレッサー 1 2.2kw バーク堆肥

猪倉RC工場設備、処理能力

堆肥舎B棟

堆肥舎A棟

脱臭槽

脱
臭
槽

貯水槽

貯水槽

C棟

休憩所

受付

粉砕機

施 設 概 略 図

コンプレッサー
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管理責任者

担当者 三中 美朋

吉原 貞樹

三中 春彦

３名 1名 5名５名

役 割 分 担

代表管理者 環境方針の策定、環境管理責任者の任命、EA21の総合評価

EA21事務局

管理責任者 環境管理システムの構築、環境活動レポートの承認、環境活動の統括

担当者 EA21関連業務取りまとめ

本社 営業・業務・経理担当責任者 営業、業務、経理の環境への取組のチェック、実施

本社工場

収取運搬担当責任者 収集運搬の取組のチェック、実施

製品製造担当責任者 製品製造作業のチェック、実施

猪倉工場 中間処理担当責任者 中間処理作業のチェック、実施
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バーク堆肥の配達や
堆肥の原料である樹皮の引取に使用

バーク堆肥の切り返しや
破砕機に木くずを投入する際に使用

バーク堆肥の場内運搬や、ダンプへの積み込み
資材の混ぜ込みなどに使用 袋詰め製品の運搬に使用
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■産業廃棄物処分業

■日光市一般廃棄物処理業

■産業廃棄物収集運搬業

■再生利用事業登録

■エコアクション21

管 轄 許 可 品 目 許 可 番 号 許 可 年 月 日 有 効 年 月 日

栃木県
動植物性残渣、汚泥、廃油、

燃え殻、家畜ふん尿
栃木県00920009663 令和5年10月12日 令和10年10月11日

管 轄 許 可 品 目 許 可 番 号 許 可 年 月 日 有 効 年 月 日

日光市 木くず 日光市許可第１号 令和4年6月17日 令和6年6月30日

管 轄 許 可 品 目 許 可 番 号 許 可 年 月 日 有 効 年 月 日

栃木県 木くず、燃え殻 栃木県00900009663 令和5年6月9日 令和10年6月8日

茨城県 木くず、燃え殻 茨城県00801009663 令和元年10月9日 令和6年8月16日

群馬県 木くず 群馬県01000009663 令和2年4月1日 令和7年3月31日

管 轄 事 業 の 内 容 許 可 番 号 許 可 年 月 日 有 効 年 月 日

関東農政局 肥料化事業 9-6-2 令和2年9月17日 令和6年7月22日

管 轄 許 可 品 目 許 可 番 号 許 可 年 月 日 有 効 年 月 日

環境省 - 0012738 令和5年4月18日 令和7年4月17日
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資 格 名 人 数

ゴミ処理施設技術管理士 1

破砕・リサイクル施設技術管理士 1

車両系建設機械運転技能講習 11

大型自動車免許 6

中型自電車免許 8

自動車整備士３級 1

フォークリフト運転技能講習（最大荷重１ｔ以上） 10

玉掛け技能講習 1

小型移動式クレーン運転技能講習 2

アーク溶接技能講習 1

有機溶剤作業主任者 1

甲種危険物取扱者 1

一般粉じん関係公害防止管理者 1

一級造園施工管理技士 1

二級土木施工管理技士 1

計量証明主任計量者 1
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収集運搬

中間処理

製造出荷



主な適用法規 摘要内容 遵守状況

廃棄物の処理法及び
清掃に関する主な法律

収集運搬業許可、変更届、更新 〇

収集運搬車両の表示 〇

処分業許可、変更届、更新 〇

委託契約の締結 〇

廃棄物の適正保管 〇

産業廃棄物管理票(マニフェスト)の回付、保管 〇

産業廃棄物処理施設技術管理者の設置 〇

消防法

消火器の設置 〇

指定可燃物の届出 〇

消防用設備等の点検 〇

道路交通法 積載量、法定速度の遵守 〇

道路運送車両法 基準不適合車両の禁止 〇

道路運送法 法令順守 〇

計量法 検査等 〇

フロン排出抑制法等 点検 〇

浄化槽法 検査、清掃 〇

電気事業法 点検 〇

地域住民との協定書 臭気計測、立ち合い調査等 〇

0 9

環境関連法規の違反及び関係当局より違反等の指摘無し。
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事業の全体計画

排出された産業廃棄物および一般廃棄物に関して中間処理を行い、再資源化し、環境保全並びに肥

料資源の枯渇防止に貢献する。

また福島県で行っている海岸防災林再生活動や地域清掃活動等を積極的に行い、社会に貢献する。

中間処理計画

◎処理計画に基づき、廃棄物を適正に処理する。

◎廃棄物の運搬は、荷台にシートをかけ飛散しないようにする。

◎悪臭を出す廃棄物の運搬は、悪臭を低減化するため消臭剤を散布し行う。

◎中間処理の作業中に、悪臭が発生した場合は、作業を中断し、消臭剤を散布し悪臭を軽減化させる。

◎廃棄物等の運搬車が工場から外部に出る場合は、タイヤ等を水で洗浄してから運搬させる。

◎作業場等は、常に清掃し清潔を心掛ける。

収集運搬計画

◎回収計画に基づき収集運搬を行う。

◎収集運搬用のしゃりょうには廃棄物運搬である旨の会社名、許可番号を表示して行う。

◎収集運搬時には、許可証の写しとマニフェストを携帯して行う。
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①軽油・ガソリン消費量の削減

運
搬
車
両

・エコドライブの実施
・経済的な速度での運転
・社労の定期的な整備
・ルートの効率化

・ドライバーはエコドライブの目的と効果を意識し運転するよう心掛けた。
・経済的な速度での運転を指導し、経済的な速度を意識して運転した。
・車両の日々のメンテナンスを行い、走行中の事故や故障を未然に防いだ。
・運転ルートの計画を立てることにより、最適なルートで目的地まで走行した。

重
機

・アイドリングストップの徹底
・エンジンの最適回転数の維持
・効率的な運転方法の実施
・車両の定期的な整備

・アイドリングストップを徹底し、不必要な燃料の消費を防いだ。
・エンジンの最適回転数を意識して運転するよう心掛けた。
・効率的な運転方法を意識し、燃費を良くするよう心掛けた。
・車両の日々のメンテナンスを行い、故障を未然に防いだ。

破
砕
機

・稼働の効率化
・定期的な整備

・無駄な稼働を避け、計画的な稼働を行うことで燃費の消費を防いだ。
・日々のメンテナンスを行うと共に、排ガス基準に適合した型式に入れ替えた。

営
業
車
両

・アイドリングストップの徹底
・電気自動車の導入
・定期的な整備
・相乗りの徹底

・アイドリングストップの徹底を指導し、不必要な燃料の消費を防いだ。
・ガソリン車を電気自動車に入れ替えを行った。
・定期的な車両の整備を行った。
・目的地に2名以上で行く場合は、相乗りを徹底した。

次年度も、同様の活動を継続して軽油・ガソリン使用量の削減に努める。



②電力消費量の削減

・エアコンの温度管理
・サーキュレータ―を使用
・機器の省電力設定
・照明は必要時のみに点灯

・可能な限り外気を使用して室温調整し、エアコンを使用する際は省エネ温度設定を行った。
・サーキュレータ―を使用し、空気を循環させることによりエアコンの冷暖房効率を高めた。
・機器の省電力設定を行い、電力使用量を抑制した。
・照明は必要時のみ点灯、省エネと節電を心掛けた。

次年度も、同様の活動を継続して電気使用量削減に努める。

③水道使用量の削減

・水回りの定期的な点検
・水道蛇口のこまめな開閉
・雨水の利用

・水道やホースに漏れが無いか日々点検を行い、漏水を防いだ。
・水道の蛇口をこまめに開閉し、無駄な使用を防いだ。
・堆肥に散布する水などは極力雨水を利用し、節水を心掛けた。

次年度も、同様の活動を継続して水道使用量の削減に努める。
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④事業の一般廃棄物削減

・コピー用紙の裏紙使用や封筒等の
再利用の実施

・資料のデータ化

・コピー用紙の裏紙使用を徹底し、無駄な印刷は避け、封筒等の再利用を実施した。
・紙で作成していた資料をパソコン上で管理し、データの電子化を行った。

次年度も、同様の活動を継続して無駄紙の排出を抑えるよう努める。

⑤環境に配慮した資材の購入

・グリーン購入法適合商品等の環境配
慮型資材の優先購入

・資材を購入する際、グリーン購入法適合商品等の環境配慮型の資材を優先的に選択
するようにした。

次年度も資材を購入する際、環境に配慮した資材を購入するよう努める。
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⑥CSR活動 【海岸防災林活動】

・福島県相馬市の海岸沿いで行ってい
る海岸防災林再生活動を継続実施

・令和4年6月10日及び10月15日に福島県相馬市の海岸防災林の黒松の生育状況の調
査と草刈、倒木防止措置等を行った。

・令和5年1月27日に、福島県知事あてに二酸化炭素吸収量認証申請書を提出した。

海岸防災林の植樹活動は、飛砂・風害などの災害防止や、津波の勢いを減少させる働きがある。
次年度も、同様の活動を継続して防災林活動を行っていきたい。

【福島県相馬市 海岸防災林の生育及び管理状況】
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⑦CSR活動 【地域ボランティア活動】

・地域の清掃ボランティア活動
・事業所前のバス停留所にベンチを設置
・近所の障害者施設にバーク堆肥を寄贈

・会社前の国道119号線歩道の清掃、草刈を定期的に行った。
・事業所前に設置されている関東バスのバス停利用者の為、会社敷地内にベン
チを設置するボランティアを実施している。

・近所の障害者施設にバーク堆肥を寄贈。

40年近く地域に根差す企業として、次年度も様々な分野のボランティア活動で地域に貢献したい。

【CSR活動の様子】
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⑧産業廃棄物の削減

・廃プラスチックの削減 ・廃プラスチックとして排出されるゴミは主に製品原料の梱包資材であるため、
製品出荷量の増減に比例して廃プラ排出量も増減する。今年度は製品出荷量
の減少により前年度より19%廃プラの排出量が減少した。

引き続き廃プラの再利用の可能性を模索する必要がある。

⑨エコ製品等の製造出荷量拡大

・バーク堆肥出荷量の拡大 ・基準年度から年々公共事業としての法面事業が縮小傾向にあるため、法面資
材の原料となるバーク堆肥の出荷量も減少している。

引き続き新たなバーク堆肥の販路を模索する。
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⑩廃棄物の中間処理における環境配慮

・本社工場、猪倉RC工場の定期的な臭気測定
の実施

・臭気コンサルを利用した臭気軽減策の実施

・本年度も本社工場、猪倉RC工場の定期的な臭気測定を実施した。
・外部のコンサル会社に臭気コンサルを依頼し、臭気軽減の対策を行っ
た。

地域と共存する会社として、次年度も徹底した臭気対策を行っていく。

【臭気対策の様子】
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環境方針
環境
目標

課題
（何を）

具体的方法
（どのように）

2020年度の実績を基準(BM)として目標値と達成値
次年度
目標値

単位

2020年度 2022年度 2023年度

基準(BM) 目標 実績 評価 目標

省エネルギー
二酸化炭
素排出量
の削減

購入電力の削減
・エアコンの温度管理
・機器の省電力設定
・照明は必要なときのみ点灯

Mkwh

1,055.0 1,033.8 755.2

〇

1,023.4

- 98% 71%削減 97%

Mkwh/t 22.8 22.3 17.5 22.1

軽油使用量の削減

・TPM活動の取組
・エコドライブ講習会の実施
・車両、重機、粉砕機の定期的な
メンテナンス

・効率的な運転と稼働

KL

282.7 277.0 278.8

△

274.2

- 98% 99%削減 97%

KL/ｔ 6.10 5.98 6.36 5.91

ガソリン使用量の削減
・エコドライブ講習会の実施
・ガソリンを使用しない営業車への乗り換え

L

5,419 5,311 2,973
〇

5,256

- 98% 54%削減 97%

二酸化炭素排出量
(購入電力+化石燃料)の削減

・二酸化炭素排出量の実績確認 t-CO2

1,242 1,216 1,084
〇

1,205

- 98% 87%削減 97%

廃棄物の削減
廃棄物
排出量削

減

一般廃棄物
・コピー用紙の裏面使用
・封筒等の再利用の実施

kg

1,040 1,019 1,000
〇

1,009

- 98% 96％削減 97%

産業廃棄物 ・廃プラ排出量の削減 kg

17,030 16,689 11,010
〇

16,519

- 98% 64％削減 97%

節水活動
総排出量
の削減

排水量
・蛇口のこまめな開閉
・雨水を利用した節水

㎥

168 164.6 160
〇

163.0

- 98％ 95％削減 97%

■評価基準
削減…基準年度に比べ、減少を目標としている項目で達成したパーセンテージ(値が小さいほど削減できた)
達成…基準年度に比べ、増加を目標としている項目で達成したパーセンテージ(値が大きいほど達成できた)
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環境方針 環境目標
課題

（何を）
具体的方法

（どのように）

2020年度の実績を基準(BM)として目標値と達成
値

次年度
目標値

単位
2020年度 2022年度 2023年度

基準(BM) 目標 実績 評価 目標

廃棄物の
処理量

廃棄物の中間
処理量維持

産業廃棄物
・食品排出業者とのコミュニケーション
・木くずの収集運搬、中間処理の連携

t
46,359 46,359 45,165

△
46,359

- 100% 97%達成 100%

エコ製品等
出荷量

出荷量維持
環境負荷を抑制した

エコ製品等の製造方法改善
・電力、軽油、廃プラスチックの削減 t

30,711 30,711 25,118
△

30,711

- 100% 82%達成 100%

環境に優しい
活動

廃棄物の中間処理における環境配慮
・再資源化100％の継続
・処理装置の職場環境測定の実施

％ 100％ 100％ 100％ 〇 100％

教育訓練とCSR活動及び環境保全活動

・CSR活動(福島県海岸防災林再生等の
環境保全活動、地域ボランティア活動)

％ 100％ 100％ 100％ 〇 100％

・環境教育の実施 ％ 100％ 100％ 100％ 〇 100％

・火災訓練、緊急避難訓練の実施 ％ 100％ 100％ 100％ 〇 100％

【評価が〇以外の項目についての原因】

①軽油使用量の削減……………軽油価格の上昇及び、原料確保のため自社のダンプを稼働する回数が増え、

目標値を達成することが出来なかった。

②廃棄物の中間処理量の維持…2022年上半期に行った猪倉RC工場の受入ピットの修理で受入れを制限

していた影響が続いていたため。

③エコ製品の出荷量維持………法面の公共事業数が抑えられ、法面資材の原料となるバーク堆肥の出荷量が減少した。
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本年度は、コロナ感染症やウクライナ情勢など、近年大きく変化した世界情勢

の影響を受けた一年であった。ガソリン、軽油、電気、資材、原料の価格が過去

例を見ない程上昇し、重機や資材を多く使用する当社にも運営を直撃する問題で

あった。

こういった事態を踏まえ、原料の見直しや現在の堆肥製造方法、重機の動かし

方等、会社全体の見直しを行った。社用車をガソリン車から電気自動車に入れ換

え、ガソリン使用量を約46％削減することが出来たのは環境への取組として大き

な一歩に繋がった。

軽油使用量は様々な取り組みを行ったが、近年バイオマス発電の影響を受け堆

肥の原料である樹皮の引き合いが加速し、自社ダンプでの引取量は増加したもの

の、目標値-1%とおおむね達成することができた。

日々の業務の中で重機のこまめなメンテナンスや徹底したエコドライブ、運行

ルートの見直しなど、軽油使用量削減のための取組は確実に功を成しており、今

後も引き続き行っていきたい。
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環 境 教 育

定期小規模会議、全体会議を通して、社員全員に環境に関する教育を行った。
従業員が従事している日々の作業を行う際、常に何かしら改善できる部分が無いかなど、意識
をしながら作業に当たるようにする。話合いが出来る環境づくりを行い、一人一人が問題意識
を持てるよう、今後も定期的な教育を行っていく。
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外部での研修・教育

2023年環境展・地球温暖化防止展に参加。
大小関わらず、自社で何か実施し活かせることはないか、ヒントを得た。
常に最新の環境における情勢に触れられる会社の環境づくりが大切であり、一人でも多くの従
業員に学びの場を提供する。
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防災訓練

本社工場、猪倉RC工場それぞれで消防・防災訓練を行った。
社員全員で非常時を想定した訓練を行うことで、有事の際にとっさに適切な行動が出来るよう
に備えることが大切。



THANK YOU!

（ 2 0 2 3 年 8 月 2 5 日 作 成 ）
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